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修
士
論
文
要
旨

　

本
稿
は
五
章
構
成
の
論
と
詩
作
品
十
編
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

本
稿
の
目
的
は
、「
眼
」
に
よ
る
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
を
実
践
す
る
た
め

で
あ
る
。「
感
受
性
の
祝
祭
の
時
代
」
の
詩
人
た
ち
を
経
て
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ

ス
ム
同
人
誌
『
鰐
』
に
着
目
し
た
。

　

特
に
同
人
メ
ン
バ
ー
の
清
岡
卓
行
は
、「
カ
メ
ラ
・
ア
イ
」
と
い
う
語
を
用
い

て
、
自
動
記
述
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
清
岡
の
言
説
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
と
の
比
較

検
討
を
せ
ず
、
清
岡
の
「
カ
メ
ラ
・
ア
イ
」
と
い
う
語
を
中
心
に
考
察
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

ま
ず
二
章
か
ら
四
章
で
は
、
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
が
日
本
で
受
容
さ
れ
る
に

至
っ
た
流
れ
を
、
詩
作
品
の
読
解
と
共
に
考
察
し
て
い
る
。
二
章
で
は
、
北
園
克

衛
や
瀧
口
修
造
ら
が
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
実
践
し
た
背
景
を
、
関
東
大
震
災

と
の
関
連
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
三
章
で
は
、
先
述
し
た
『
鰐
』
と
鮎
川
信

夫
ら
に
よ
る
『
荒
地
』
と
の
比
較
検
討
か
ら
、『
鰐
』
同
人
ら
の
志
向
性
を
見
出

し
て
い
る
。
四
章
で
は
、
天
沢
退
二
郎
「
眼
と
現
在
」
と
谷
川
俊
太
郎
「
沈
黙
の

部
屋
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
天
沢
や
谷
川
の
詩
の
意
識
は
、
清
岡
卓
行
の
「
カ

メ
ラ
・
ア
イ
」
の
意
識
に
近
い
こ
と
を
示
し
た
。

　

五
章
で
は
、
清
岡
卓
行
の
「
カ
メ
ラ
・
ア
イ
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
清

岡
の
言
説
で
問
題
な
の
は
「
カ
メ
ラ
・
ア
イ
」
で
見
る
現
実
が
従
来
の
現
実
（
リ

ア
リ
ズ
ム
）
と
か
け
離
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
清
岡
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
示
す
た

め
、
同
時
代
の
言
説
で
あ
る
丸
山
眞
男
の
論
考
を
加
え
た
。

　

丸
山
の
現
実
認
識
は
「
媒
介
さ
れ
た
現
実
」
で
あ
り
、
清
岡
の
言
説
と
の
共
通

項
が
見
出
せ
た
。
さ
ら
に
、
現
在
の
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
着
目
し
、
鷲
田
清

一
の
論
や
映
画
「
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
」
を
例
に
挙
げ
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
を
指

摘
し
た
。

　

ま
た
北
澤
裕
の
論
か
ら
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
の
視
点
も
加
え
た
。
清

岡
や
丸
山
ら
の
現
実
認
識
は
戦
後
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
現
代
の
現
実
認
識
に

も
通
じ
て
い
る
と
考
察
し
た
。

　

五
章
後
半
で
は
、「
眼
」
で
見
る
行
為
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
行
為
は
、

科
学
的
な
「
脱
魔
術
化
」
と
「
視
覚
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
」
の
「
再
魔
術
化
」
の
過
程

を
構
成
す
る
。

　

清
岡
の
言
説
は
「
現
実
」
が
あ
り
の
ま
ま
の
「
現
実
」
で
あ
る
認
識
の
枠
組
み

か
ら
離
れ
「
再
魔
術
化
」
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
媒
介
さ
れ
た
現
実
」
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
自
身
の
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
の
指
針
を
見
出
し
、

詩
作
も
行
っ
た
。
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